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導入事例 Ca s e  S t u d y

原因不明のジョブ管理システム性能劣化問題を
JP1/AJS3リスクアセスメントサービスで
徹底解明

株式会社ベルーナ

（ 取材日：2015年11月 ）

■■ JP1ジョブ管理システムの性能劣化の根
本原因をつかめずに業務を継続していた

■ JP1が常に稼働しており、メンテナンスの
ために停止させることができなかった

■ 製品ログファイルが短期間で上書きされ、
障害調査のための分析を行えなかった

通販大手のベルーナでは、自社システムの運用監視で利用しているJP1ジョブ管理システムの
性能劣化問題に悩まされていました。そこで同社は、劣化の原因を切り分けるべく、アシストの
「JP1/AJS3リスクアセスメントサービス」を利用しました。その結果に基づくチューニングと
JP1バージョンアップを行うことで、ジョブ管理システムの性能を大幅に向上させることに
成功しました。

P O I N T

■ 性能劣化の原因を探るべく「JP1/AJS3
リスクアセスメントサービス」を利用

■ JP1 V10の自動メンテナンス機能を活用
すべく、JP1のバージョンアップを実施

■ 製品ログファイルのサイズや保存世代数
の設定を根本から見直し

■■ アセスメントによりあらゆる問題点が可
視化、ジョブの負荷分散を施すことで性能
改善を実現

■ JP1を停止させることなく自動的にメンテ
ナンスが行われる運用を実現

■ 製品ログファイルの保持期間が延びたこ
とで詳細な問題切り分けや調査が可能に

JP1 V10へのバージョンアップに伴い
データベースの自動メンテナンスを
実現

ジョブ数の削減に加え、
JP1のチューニングや設定変更で
大幅な性能改善を実現

アセスメントの結果により潜在的な問題点が
浮き彫りに、ジョブ管理システムの
性能劣化の根本原因が判明
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ファッション通販カタログ「ベルーナ」をはじめとした
各種通販事業で業界トップクラスのシェアを持つ
ほか、店舗販売や金融事業、不動産業など、幅広い
ビジネスを手掛けています。
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※JP1/AJS3 は JP1/Automatic Job Management System 3 の略称です。

単一のスケジューラーサービス
（53万ジョブ）が定義。

スケジューラーサービスも8つに分割
（全4万ジョブ）。ジョブの負荷分散を実現。
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JP1をバージョンアップすると同時に、それまでなか
なか手を付けられなかった設定変更も行うことにし
ました。ハードウェアも最新スペックになるほか、
V10ならデータベースのメンテナンスをJP1が自動
的に行ってくれるので、大幅な性能改善が見込める
と判断しました。

　同時に、これまで単一のスケジューラーサービス
の下にすべてのジョブを登録していた構成をあらた
め、スケジューラーサービスを8つに分割してジョブ
定義数／ジョブ実行数の負荷分散を図る構成としま
した。こうして、各種構成の見直しを行った上でJP1
をバージョンアップしたところ、その性能は見違える
ほど向上したと言います。

髙橋氏　コンソールの操作感は明らかに軽くなりま
した。また、夜間バッチの処理時間も1時間半ほど短
縮されました。これだけの成果を得られたのは、アセ
スメントの結果に基づいて構成変更を行ったおかげ
だと思っています。単にJP1とサーバハードウェアを
最新のものに入れ替えただけでは、恐らくここまで
の結果は得られなかったでしょう。

  ログ情報を基に
  ジョブ管理のさらなる効率化を

　現在ベルーナでは、各業務システムの管理環境を
JP1 V8.5の旧環境からV10の新環境へと移行する
作業および各システムのジョブ移行作業を進めてお
り、2015年いっぱいで完了予定となっています。また
これと合わせて、システム監視基盤もJP1 V8.5から
V10へと順次移行を進めており、こちらも2015年
いっぱいをもって完了する予定だと言います。

　今後は、今回新たに構築したJP1 V10環境の利点
を最大限に生かし、システム運用監視のさらなる効
率化を図っていきたいと浅沼氏は抱負を述べます。

浅沼氏　JP1 V10に実装されている自動メンテナ
ンス機能のおかげで、意識的にメンテナンスを実施
する必要がなくなったほか、製品ログファイルの保持
期間が延びたことで詳細な稼働状況が把握できる
ようになりました。このようにアセスメントサービス
によってもたらされた基盤面の改善だけでなく、今
後はこのログの内容を分析することで、ジョブその
ものの構成を見直し、より効率的に実行できる道を
探っていきたいです。そのためにも、アシストさんには
ユーザ目線に立った提案やご支援を今後ともお願い
できればと思っています。

このサービスのことを初めて知ったときの印象につ
いて、ベルーナ 情報システム本部 IT設計室 主任 
髙橋正毅氏は次のように述べます。

髙橋氏　その時点で
は、JP1そのものが遅
いのか、JP1が稼働し
ているサーバのスペッ
ク不足なのか、あるい
は他にも何かボトル
ネックがあるのか、まっ
たく切り分けが付かな
い状態でした。そんな
私たちにとって、JP1環境
全体をさまざまな視点
から調査して、現状を可視化してくれるアシストさん
のアセスメントサービスはうってつけだと感じました。

　同社は早速アシストに、アセスメントの実施を依頼
しました。2014年3月、アシストのエンジニアがベ
ルーナを訪問し、髙橋氏ら立会いの下、JP1環境か
ら製品ログやジョブ定義などの情報やインベントリ
情報を収集する作業を行いました。こうして取得し
た情報をいったん持ち帰り、分析した結果をレポート
にまとめ、再びベルーナを訪問したのが数週間後の
ことでした。

  アセスメントの結果を受けて
  JP1のバージョンアップも実施

　アセスメントサービスの結果レポートからは、思い
も寄らぬ問題点が浮き彫りになったと言います。

髙橋氏　データベース構成ファイルのサイズや、
一日当たりのジョブ実行数、イベントジョブ条件成
立回数などが製品推奨値を大きくオーバーしていた
ほか、イベント発生件数があまりに多くログ情報が
すぐ上書きされるという問題も浮き彫りになりまし
た。これら問題点は、アセスメントサービスで指摘を
受けるまでまったく思い至りませんでした。

　この結果を受けてまずは、すぐに改善が見込める
であろうジョブ数の削減に取り掛かります。53万個
にまで膨れ上がっていたジョブの中から不要なもの
を削り、4万個までその数を減らしました。しかし残念
ながら、多少の性能改善は見られたものの、根本解
決にまでは至りませんでした。さらなる性能改善に
向け、同社はジョブの負荷分散とJP1のバージョン
アップを決断します。

浅沼氏　ちょうどサーバのハードウェアとOSが保守
切れを迎えるタイミングでもあったため、これを機に

  JP1の性能劣化に直面するも
  原因を特定できず

　通販カタログ「ベルーナ」でおなじみの大手通販
企業、株式会社ベルーナ（以下、ベルーナ）。女性向け
通販市場において長らくトップクラスのシェアを維
持するほか、近年では店舗販売や金融事業、不動産
業など、幅広く事業を展開しています。

　1977年に設立され、通販企業として長い歴史を
持つ同社では、もともと汎用機を中心に据えた基幹
システムを運用してきましたが、現在ではオープン
系システムに移行するとともに、その運用監視を日
立製作所の統合システム運用管理「JP1」で行って
います。ただし、ベルーナ 情報システム本部長代理 
浅沼泰匡氏によれば、このJP1の運用にはかつて課
題を抱えていたと言います。

浅沼氏　JP1の管理コ
ンソール上で行う操作
の反応が鈍く、ジョブの
起動操作を行ってから
実際にジョブが動き出
すまでに1分以上待た
されることもありまし
た。こうした状態が長く
続いたことで、運用管
理業務の効率が低下す
るとともに、ジョブの処

理時間も徐々に長くなっていました。

　これらの現象の原因を突き止めるべく、さまざま
な調査を試みたものの、原因特定までには至らな
かったと言います。また本来であれば、定期的にJP1
のデータベースをメンテナンスして性能悪化を防ぎ
たいところでしたが、当時利用していたJP1のバー
ジョン（V8.5）ではメンテナンスのために停止・再起
動が必要であり、業務に与える影響を考えるとなか
なかメンテナンス実施に踏み出せませんでした。

  アシストの「JP1/AJS3
  リスクアセスメントサービス」で
  問題点を可視化

　ちょうどその折、JP1の一部のライセンスを新たに
アシストから調達することになりました。浅沼氏らは
早速、JP1の性能問題についてアシストに相談した
ところ、「JP1/AJS3リスクアセスメントサービス」と
いうサービスの紹介を受けました。これは、JP1の稼
働環境から情報を取得し、アシストの専門家が分析
を施すことで、JP1環境の現状を可視化するととも
に、問題点とその改善策を提案するというものです。

JP1/AJS3リスクアセスメントサービス

髙橋 正毅 氏

浅沼 泰匡 氏


